
第４６期（自平成 26 年 4 月 1 日至平成 27 年 3 月 31 日）事業報告 

 

［Ⅰ］概要 

当財団は、能楽を中心に我が国古来の伝統芸能を広く普及させることを目的に次の事業

を展開しています。 

次世代への能楽の伝承と育成及び技術の向上を目的とする「振興事業」、能楽を中心とし

た伝統芸能の公開及び普及並びに伝統芸能の調査・研究及び資料の収集と提供を目的とす

る普及事業、公益目的事業を支えになっている「収益事業(舞台運営事業)」 

 

［Ⅱ］本年度の事業の状況 

１．公益目的事業 

 （１）振興事業 

今年度は次の通り受託・補助金を得て児童・生徒等、学生向けに延べ５２回（鑑賞延人

数約１４，２８０名）の公演を開催しました。 

① 「文化芸術による子供の育成事業－巡回公演－」 

文化庁の「文化芸術による子供の育成事業－巡回公演」の受託を得て、また各県や市

の教育委員会の後援により、新潟・福井・富山・京都の小中学校での能楽公演を、１６

校 ６，１２１人に開催しました。 

 

② 鎌倉能狂言教室 

文化庁の「文化遺産を活かした地域活性化事業」の助成及び鎌倉市教育委員会の後

援を得て、鎌倉市内の１５校の小学生 １，１８０人を対象に「鎌倉能舞台」にて狂

言鑑賞・体験教室を開催しました。 

  

③ 四日市市立中学校狂言体験鑑賞教室 

「四日市能楽連盟」主催（公益財団法人岡田文化財団の助成事業）の「中・高校生の

為の能狂言教室」を受託し、四日市市内の中学校４校 １，６７２人を対象に公演を行

いました。 

 

④ 神奈川県「青少年のための能楽鑑賞体験教室」 

 神奈川県と小田原市より共摧負担金を得て、神奈川県下の小・中・高校を対象と

する体験ワークショップと能楽鑑賞教室の公演を６回、２，６５２人に行いました。 
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⑤ 個別各学校主催の能狂言鑑賞会受託事業 

東京都の私立中高・大学、神奈川県の私立高校から授業の一環としての学生能楽鑑 

賞会を受託し、各校の講堂や能楽堂で公演を行いました。また、鎌倉を修学旅行・遠

足等で訪れた小学生向けの狂言鑑賞体験教室を鎌倉能舞台にて行いました。個別学校

主催の学生公演は１１校、２，６５９人が鑑賞しました。 

 

（２）普及事業 

本年度実施した事業は次のとおりで、公演回数述べ１７回、鑑賞延人数約７､１００名

が鑑賞しました。 

 

① 県民のための能を知る会（鎌倉・横浜公演） 

能狂言を定期的に開催し、伝統芸能「能」の普及を図るとともに、古都鎌倉文化の向

上に寄与することを目的として、「鎌倉能舞台」及び「公益財団法人横浜芸術文化振興

財団」が運営する「横浜能楽堂」にて、１４回 １，９３３人に能公演を行いました。 

本公演にあたり、神奈川県から「文化芸術活動団体事業補助金」を、「独立行政法人日

本芸術文化振興会」から「芸術文化振興基金助成金」を受けました。 

 

② ・能を知る会（東京公演） 

上記の能を知る会の公演事業の一環として、演目に必要とする舞台の規模上、又、よ

り多くの市民に能を知ってもらう機会を提供するため「独立行政法人日本芸術文化振興

会」の能楽専門公演場である「国立能楽堂」（東京）で２回の公演を開催、６５２人が

鑑賞いたしました。 

・東京特別公演「乱能」 

弊舞台設立 45 周年を記念して、シテ方、ワキ方、囃子方、狂言方、全ての能楽師が

専門の役を取り替え、専門外の役割を演じる「乱能」を「国立能楽堂」で開催、６５０

人が鑑賞いたしました。 

 

③ 受託公演 

次のとおり、県・市等の行政関係、神社等から、イベントや市民の情操教育の一環と

して、能狂言の公演を受託し、それぞれの場所に出向き公演（鑑賞延人数約３､９００

名）を開催いたしました。 

 

・薪能（神奈川県寒川神社から「相模神事能」を、秋田県大仙市から「まほろば薪能」

を、小田原善福寺から「報恩講能楽奉納」を受託） 
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・市民能（（神奈川県主催の「カナガワ・リ・古典」の江の島のイベントに参加。 

東京都府中市から「府中の森芸術劇場」での「市民能」を受託。） 

 

・生徒のみならず生徒の父兄の方々の能狂言の理解を得るために「湘南高校ＰＴＡ狂言

鑑賞教室」（鑑賞延人数約１６６名）を開催いたしました。 

 

また、伝統芸能の調査と研究及び資料の収集と提供として、未記録演目の録音録画・ 

写真撮影、必要に応じて能楽関連の調査・研究とこれに基づく作り物・小道具等の 

制作を行なっています。これらの資料は要望に応じて一般に公開しています。 

 

２．収益事業 

①舞台運営事業 

当能舞台は、やや小ぶりながらも舞台と客席が近く、椅子も座って楽に鑑賞できる座

敷舞台となっており、客席も 150 席と少なく、舞台と観客の一体感を醸し出せるように

各所に独自の設計を取り入れておりますので、能狂言・邦楽のみならず多種の芸能上演

・鑑賞・お稽古・おさらい会・発表会の場として、又、講演会や呉服・花展等の展示会

場として大変ご利用し易くなっております。多くの方々のご利用をお待ちしています。 

 

これからも「どなたにも馴染める能」の振興と普及に努め、一層の社会への貢献を目指

す所存です。皆様のご支援を今後ともお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


